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今私たちのまわりでは、地球的規

模での環境問題の解決が国際的な課

題となるとともに、身近な環境にお

いても自然環境の積極的な保全や快

適な環境の創造などが強く求められ

ています。

このため、広く環境全般にわたる

施策を展開しています。

公害防止対策の啓発

公害防止対策を円滑に進めていく

ためには、工場・事業場はもちろん

市民の皆様のご理解とご協力が必要

です。

熊本の青い空、きれいな水など良

好な生活環境を守るため、 「アイド

リングストソプ運動」の推進や生活

排水対策重点地域を設定して、浄化

活動に取組んでいます。

公害防止対策の推進

公害防止対策の基本は、未然防止

ですOそこで、工場・事業場の建設

時における事前指導の徹底を図り、

未然防止対策に努めています。

近年の自動車交通に伴う公害防止

対策として熊本都市圏自動車交通ク

リーン推進計画に基づき事業を推進

しています。

また、中小企業の方を対象とした

旗設改善のための公害防止融資資金

制度の活用を積極的に進めています。

環境汚染監視体制の強化

人の健康と密接に結びついている

大気や水質などの状況を迅速、的確

に把握するため、大気測定局の整備

や水質汚濁、願書などの監視体制の

充実を図り、市民が安全で健やかに

過ごせる生活環境の保全に努めてい
ISl

墓地・斎場

本市は、 7ヶ所の市営墓地(園)

と納骨堂1ヶ所を管理し、永眠され

た祖先の安住の地として市民に利用
されています。

また、斎場は、施設の老朽化に伴

う建て替え工事を実施し、近代的で

周辺環境との調和のとれた新斎場が

平成11年4月に開設されました。
生活衛生

近年、食品製造技術の進展や流通

の国際化、施設の近代化、生活様式

の多様化の中で、市民が真にゆとり

と潤いに満ち、豊かさと幸せを実感

できるようなまちづくりが求められ
ていますC

このような状況の中、市民の日常

生活に密着する衣・食・住の全般に

わたって、危害の発生を未然に帆fI

L、快適で安心できる生活を確保す

るため、食品衛生・環境衛生の科学

的監視指導を充実強化し、業界の自

口腹昔　口振動　　口水質汚染□悪臭

□大気汚染□その他

■食中毒の施設別発生状況(件数)
0.3%　0.396

□飲食店　□給食施設□家庭

□旅館　　□仕出屋　□その他

■食中毒事件数・患者数の推移
件数

10

H7C　2 7　　8　　9　10

人数

1 000

主管理体制を支援しますQあわせて、

市民が直画している生活衛生につい

ての問題を市民自ら解決できるよう

に、市民の視点に立った行政サービ

スの展開を行います。

また、環境衛生事業所では、地域

団体の活動と連携して、防疫、ねず

み・衛生害虫の駆除及び除草指導等

を行い、清潔な環境づくりを進め、

健康な市民生活を支える快適な環境

づくりを進めています。
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l『幸せなくらし』Lそれは、私たちみんなの原凱1です。
c*>

しかし、そんな願いを空しくさせるものがあります。

何気ない一言に傷つき、心を痛めたことはありませんか。

だれにも言えず、一人悩んだことはありませんか。

そんな悩みを解決できるのは、私たちの愛と真実と優しさ

そして生き方です。

あなたは、となりにいる人のよさがみえますかo

違いを認め、生き方を尊重していますかO

心がかよいあっていますか。

日々の暮らしをみつめることで、明日の生き方も見えてきます。
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住み慣れた地域で、家族や近隣の

人々とのふれあいに包まれて暮らせ

る社会の実現は、誰もが願うところ

です。

手助けを要する高齢者や障害者も、

家庭や地域で社会の一員として暮ら

していけるよう、周囲の人々の地域

連帯感に根ざした取り組みを積極的

に支援するなど、地域福祉の増進に

mi融はEiMl

(財)熊本市福祉公社ヒューマンライフ

住み慣れた家庭や地域で暮らした

いと願うお年寄りや障害をお持ちの

方のために、市民参加の登録ホーム

ヘルパーを活用したホームヘルプサ

ービスを中心に、老人デイサービス、

訪問入浴サービス等を提供していま

すO

また、在宅福祉に関する情報提供

や相談の窓口として、利用者のニー

ズに即したサービスを総合的に調整

します。

在宅福祉センター

老人デイサービスやホームヘルプ

サービス、福祉相談を提供する施設

として、また、地域住民の福祉、交

流活動の拠点として、南部、東離、

中央の3ヶ所に設置され、地域福祉

の向上に寄与しています。

社会福祉協議会

地域住民の助け合い、支え合いの

精神に根ざした地域福祉の推進に取

P

・　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　.. -'.-i

南部在宅福祉センター

り組んでいます。 「いきいき市民福

祉基金」を設置し、地域福祉活動を

行う様々な組織、団体などに対して

助成を行っていますO　また、 「ボラ

ンティア保険」を導入し安心してボ

ランティア活動ができるよう支援し

ています。

このほか、ひとり暮らし老人等の

家庭に、心のこもった食事を届ける

「ふれあいランチ給食サービス」事

業への助成や、悩みごと、心配ごと

の相談に応じ、適切な助言や情報の

提供を行う「熊本市心配ごと相談所」

の設置など、地域福祉のための各種

事業を展開しています。
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いきがいと健康づくりの支援

高齢者が、いつまでも健康でいき

いきと暮せるように、老人農園や生

きがい作業所、シルバー文化作品展

等の趣味教養活動を助成する事業を

はじめ、地域活動の拠点となる老人

クラブ活動への支援、シルバースポ

ーツフェスティバル、シルバーゲー

トボール大会、グラウンドゴルフ大

会等のスポーツ大会の開催、さらに

市内の公共交通機関が無料で利用で

きるさくらカードの発行等、牛きが

いと健康づくり及び社会参加への支

援を行っています。

要介護高齢者への支援

介護が必要になったりねたきりの

状態になっても、いつまでも住み慣

れた地域や家庭での生活ができるよ

うに訪問介護(ホームヘルプサービス) 、

日帰り介護(デイサービス)、短期入

所(ショートステイ)など在宅福祉サ

ービスの充実を図っていますO

また家庭環境や住宅事情、寝たき

りなどで在宅での生活が難しい方に

対しては、その状況に応じて最適に

安心して生活を送れるよう、養護老

人ホームや特別養護老人ホーム等の

施設の整備を行っています0

24時間体制で介護に関する総合的

な相談に応じるとともに、福祉サー

ビスの情報提供や各種サービスの申

請代行を行う在宅介護支援センター

を、地域の拠点として35ヶ所設置し

ています。

※平成12年度4月より介護保険制度

が開始され、新たなサービスの提供

を行います。
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障害者福祉

平成8年9月に策定した「熊本市

障害者基本計画」に基づいて事業の

推進を図っています。

基本計画の7つの重点施策に沿っ

て、平成11年度は次の事業を拡充し

ています。

(1)障害を軽くするために

・心身障害児通園事業を推進し、

心身障害児の早期療育の場を拡

充しています。

(2)地域で生活するために

・ホームヘルプサ-ビスでは、サ

ービスの質、量の確保を行うと

ともに、サービスのあり方につ

いても検討を深めています。

・在宅知的障害者デイサービスセ

ンタ- (1ヶ所)が運営を始めまし

たO

(3)社会的に自立するために

・更生施設(重度棟20名の増床)

が運営を始めるなど、障害福祉

施設の一層の整備、拡充を進め

ています。

(4)重度の障害者や高齢者のために

・車いすを使用している障害者な

どが、自宅で無理なく生活でき

るよう住宅改造費の助成を行っ

ています,

( 5)精神障害者のために

・福祉タクシー事業や優待証(さ

くらカード)交付事業で精神障

害者を対象に加えています。

(6)共に生活するために

・福祉副読本を中学1年生に配布

し、より良い障害(児)者敬の

早期育成に努めています。

・熊本市優待証(さくらカード)

交付し、社会参加の保進に努め

ています。

(7)やさしいまちづくりのために

・関係機関と連携し道路、施設改

良の再点検を行うなど、やさし

いまちづくりを進めています。

平成12年度においてもより-・層の

事業の拡充に努め、障害(児)者の

ライフサイクル、ライフステージに

施策の拡充、地域支援体制の強化を

凶ります。

S詣告MOT6ra227
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21世紀を担うすべての子どもたち

が、明るく健やかに成長することを

願い、全国に先駆けて熊本市民「子

ども憲章」を制定しました。また、

子育て支援や健全再成活動を行って

いる団体などに「エンゼル基金」で

助成を行い、児童福祉の充実・向上

に努めていますo

また、母子及び寡婦福祉法の理念

に基づき、母子家庭及び寡婦の生活

の安定・向上及び福祉の増進を図る

ことを目的として、児童扶養手当の

支給、母子家麿に対する医療費の助

成、福祉資金の貸付などの施策を実

施しています。

保育所

仕事・出産・病気等で子どもの日々

の保育が充分にできない保護者のた

めに、 127カ所の保育所があります。

ここでは、集団生活、遊びなどを

通して、心身ともに健やかな子ども

に育つよう保育内容の充実、向上に

努めています。

このほか、乳児保育、障害児保育、

延長保育などにも力を入れています。

また、 -・時的保育事業や地域子育て

支援センター事業も行っています。

児童館

市内に9カ所の児童館があります。

ここでは、集団で遊ぶ機会が少なく

なった子どもたちのために遊び場を

設け、遊びの中から集団生活のルー

ルや楽しさを教えています。

母子生活支援施設

母子家庭の保護と経済自苛のため

に2カ所の施設があります。ここで

は家庭環境をよくし、子どもたちの

健やかな成長のため指導援助を行っ

ています。

母子福祉tzンクー

母子家庭や寡婦の方々の明るい未

来と希望を育むため、各種の相談・

技術の習得講座・母と子の秤をより

強くするための児童健全育成・ふれ

あい事業等を積極的に展開し、思い

やりあふれる地域社会づくりをめざ

して、母子福祉の一段の向上に全力

をあげています。　また、母子相談

員を配置し、母子寡婦福祉貸金貸付

などの相談体制の強化を図っていま

す。

助産施設

経済的理由で入院出産の困難な妊

産婦のために、軽い負担で利用でき

る熊本産院があります。ここでは、

母親とその子どもの健康と安全管理

に努めていますO
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生活保護

生活保護制度は、生活困窮者に最

低限度の生活を保障し、併せて自苛

の援助をすることを主な目的として

います。

平成10年度における生活保護世帯

の状況は、受給者が5,969世帯、人

員が8,588人で保護率は13.049`と

なっています。

受給世帯の特徴としては高齢者世

帯が3,074世帯、傷病・障害者世帯

が2,107匹帯、次いで母子世帯が

435世帯。毎年高齢者世帯の占める

割合が高くなっています。扶助の種

類においては、医療扶助の占める割

合が最も高く、生活扶助、住宅扶助

と続いており、高齢化等の社会的事

情を反映しています。

地区別にみると、中央部に高齢世

帯や傷病Bt帯、周辺部に母子世帯が

多く存在しています。

福祉事務所では、袴雑な社会情勢

を反映して多様化する保護世帯の問

題について、原国やその解決策を考

え、自立支援に全力を尽くしていま

m.

国民年金

国民年金制度は、昭和34年に発足

して以来、約40年の歳月を経て、物

価スライド制・基礎年金制度・各年

金を一元化するために基礎年金番号

の導入など、充実を図りつつ公平で

長期的な安定を目指す制度として、

今日の制度へと発展してきました。

平成10年度熊本市での国民年金受

給者は81,083人、年金受給総額は

463億円を擁し、市民に広く定着し

ています。

本市では、豊かな市民生活、特に

老後の生活の基盤となる年金権を、

すべての市民が確保できるよう、幅

広い広報活動を行うほか、職員・国

民年金委員・国民年金推進員による

戸別訪問等も実施し、制度の普及と

書生活保護の状況(平成10年度)　　■年金受給者と受給総寄頁の推移

単位　干

500

蝣1."蝣蝣0

300

°、∴ヽ1

1.0

0

■一人当たり医療費の推移

TFtOキ更　　　Ti唱　　　　　守電　　　　t・11**　　　l.. -T,S

保険料収納の強化に努めていますO
国民健康保険

本市の国民健康保険の加入者は、

204,437人(平成11年3月末)で、

人口の約32%にあたり、その多くは

年金受給者、自営業、農業の方々で

す。

国民健康保険の財政は、高齢化の

進展、医療費の増嵩等により依然厳

しい状況下にあります。

この状況を乗り切るために、保険

料収納率向上対策や医療費の適正化

を進める一方で、人間トソク助成、

あんま・はり・きゅう助成の疾病予

防対策事業にも取り組んでいます。

医療費助成

重度心身障害者の福祉の向上を図

るため、医療費の助成や乳幼児の健

全育成を図るため、 5歳未満児(3

歳児・ 4歳児は歯科のみ)の医痩費

の助成を実施しています。

■年金受給者の種類(平成10年度)
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生涯学習の推進

市民の学習意欲が年々高まる中で、

本市では年間延べ約5万4千人の方々

が、公立公民館等において生涯学習

に取り組んでいますO　また、公立公

民館等の利用者は、講座生及び貸舘

など含のると延べ71万人に達してい

ます。

生涯学習社会の実現を目指して、

社会の変化や市民のニーズに的確に

対応する生涯学習の総合的・効果的

な推進を図るため、平成4年8月、

熊本市生涯教育基本調査委員会から

「熊本市における生涯教育推進方策」

について3項目にわたり提言を受け

ました。

この提言をふまえ、本市が先に策

定した21世紀を展望した「基本構想」

「基本計画」における生涯学習の諸

施策について取り組んでいます。

図書館

図書館は、 75万冊余の図書資料の

貸出、読書相談のほか、図書屈、本

の読み聞かせや紙芝居、読書啓発の

ための郷土史をはじめとする講演会、

視聴覚ライブラリーの名作映画会、

子供映画会等の催しを行っています。

誓;斉嘩

一一I　_i.

公民矧こおける陶芸教室

また、図書館は、移動図書館、分

館機能を有する14カ所の公民館等図

書室と共に本市の図書サービスネッ

トワークを形成し、多数の市民に利

用されていますD

なお、高度化、多様化した市民の

読書需要にこたえ、 21世紀を展望し

た生涯学習の基幹施設として、また、

市民に愛される文化拠点施設として

ハード・ソフト両画から整備を進め

ています。

公民館

専用施設の中央公民館と各地域に

複合施設として、西部、南部、東部、

龍田、託麻、幸田、清水、秋津、大

江、花園、北部、飽臥　五福公民館

の合わせて14の公立公民館があり、

また北部公民館に北部東、西里の2

つの分館があります。

このほか、市民の身近な生涯学習

の場である地域公民館(公民館類似

施設)が419館あり、それぞれ地域

の特色を生かした様々な活動を展開

しています。

博物館

熊本城三の丸地区にある博物館は、

自然・人文・理工科学関係資料約

5,000点を展示し、これに最新のプ

ラネタリウムを併設した県内唯一の

総合博物館ですo

また、資料収集・調査等を行うと

ともに教育普及活動として「民俗講

座」をはじめとする各種学習講座の

開設、特別展示会を開催するなど多

くの人々に利用されています。

平成10年度は収蔵資料企画展「世

界の蝶」を開催し好評を得ましたO

人権啓発

わたしたちはだれもが、 「幸せに

暮らしたい」という願いをもってい

ます。日本国憲法も、すべての国民

に「生命・自由及び幸福追求に対す

る権利や法の下の平等」などの基本

的人権を保障しています。

しかし、今日なお、部落差別をは

じめ、障害者差別・性差別・外国人

に対する差別また、子どもに対する

人権侵害など、一口も早く解決しな

ければならない人権問題が存在して

います。

なかでも、部落差別は日本社会の

歴史的発展の過程においてつくりだ

された不合理な差別であって、結婚

などをめぐっては、今なお差別事象

がみられます。

本市では、これらの解決は行政の

責務であり、かつ市民一人一人の課

題であると受けとめ、差別の解消と

人権の確立に向けて積極的に取り組

んでいます。

具体的には、市民一人一人が「美

しいものを美しいとわかる心」 「人

のいたみを自分のものとして受けと

められる心」 「個性を認め人権を尊

重する心や態度」などを身につけ、

それらを生き方として実践できるよ

う、研修会や講演会の開催、啓発資

料の作成、さらには市政だよりの発

行等を通して、市民生活のさまざま

な場で教育・啓発に力をいれていま

す。
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学校教育においては、自ら学ぶ意

欲と社会の変化に主体的に対応でき

る能力を育成するとともに、個性を

'tかす教育の充実に努めています。

また「生きる力」を育み、人間形成

の基礎となる資質「豊かな心、確か

な学力、健やかな身体」を育成して

四mmm

1 「豊かな心」の育成

道徳教育や様々な体験活動などを

推進し、人権尊重や思いやりの心、

責任感、みずみずしい感性を育みま

す。

2　「確かな学力」の育成

基礎・基本の徹底や、問題を解決

する能力、応用力の育成を図り、自

ナイストライ授業(城西中)

ら考え、表現する資質や能力を畜成

します。

3　「健やかな身体」の育成

個に応じた指導の充実と体力の向

上を図るとともに、健康で安全な生

活ができる態度や能力の育成、楽し

い給食活動の工夫に取り組みます。

川蘭amaflnISnatl白は臼
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ゆとりと潤いのある教育環境づくり
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児童・生徒たちの健やかな成長・

発達を促し、豊かな人間性を育み、

また、学習をより充実したものとす

る上で、学校施設の整備を図ること

は極めて重要なことです。

今日、学校施設は、毒的整備から

質的整備への大きな方向転換の時期

を迎えており、学習方法等の多様化

に対応できる施設、学校開放に対応

した施設づくりが求められています。

市では、より豊かな教育環境づく

りの構築のために、学習指導方法の

多様化に対応できる施設の整備、教

再の適正化を図るための過大規模校

の分離新設、都市景観と含致した縁

豊かな環境整備、体力向上を図るた

めの体育施設の整備拡充、地域住民

も利用できる文化性の高い施設づく

りなど,計画的に学校施設の質的整

備を図り、開かれた学校づくりを推
進していますO

さらに、近年、地球にやさしい環

境づくりの一環として、新設校の建

設や既設校の全面改築の際には、校

舎等の屋根の雨水を集めトイレの洗

浄水として再利用する中水道設備の

整備を進めるとともに、高度化・複

雑化している現代社会において精神

的な不安、ストレスを受けやすい子

供に「生きる力」と「ゆとり」の教

育を展開できる施設として、カウン

セリング室を整備しています。また、

10年度～11年度にかけて田迎小学

校に、屋内運動場の上に水泳プール

を配置した複合施設を建設し、敷地

の有効活用を図っておりますo

今後も、心身共に健全な児童・生

徒を育成するために、ゆとりと潤い

のある教育環境づくりを推進してい

きますo
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田迎小学校体育館の屋上プール
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21世紀を担う青少年が心身ともに

健やかに育つように、家庭・地域社

会・学校が連携し、一体となって取

り組む必要がありますo

また、本市青少年育成計画の策定

を進めるとともに、冒険遊び場の開

設など、様々なパイロット事業を推

進していきますo

1.健全育成活動の推進

音少年健全育成活動の活性化を図

るため、家庭教育の充実や青少年の

自主活動・社会参加の促進に努めま

すO

健全育成の環境づくりとしては、

し　　　　　　11-　　LJl

児童館(現在、市内に9か所)や児

童育成クラブ(同62か所) 、勤労青

少年ホーム(同2か所)の充実、拡

充を図っていきます。

非行防止活動としては、地域・学

校・警察等と連携をとりながら、中

心街および地域で補導活動を行って

います。

また、子育て支援活動等を行って

いる団体・個人に、 「エンゼル基金」

により肋成し、健全育成活動の支援

をしています。

さらに、ヤングテレホンをはじめ、

いろいろな教育相談の充実にも取り

大観望チャレンジキャンプ
～はし作りに挑戦～

組んでいます。

2.青少年施設の整備充実と交流の推進

青少年施設として、金峰山の中腹

に「金峰山少年自然の家」、阿蘇大観

峰の礎に「あそ教育キャンプ場」、出

水2丁目に「総合体育館・青年会館」、

新町1丁目に「子ども文化会館」があ

ります。

また、桂林市やサンアントニオ市.

ハイデルベルク市の友好姉妹都市と

の青少年相互交流、文化スポーツ交

流、交換留学、また、九州各都市との

中学年交流、福井市との小学生交流

など国際・国内交流にも力を入れて

SES1
5品豊IOll

RA冒33
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人づくり基金

高齢化、国際化、情報化が進展す

る現代の社会は、価値観が多様化し

ています。このような中、時代に流

されない広い視野、豊かな感性を持

つ人材が必要とされますo

多くの市民の方々から寄せられた

浄財を基金として創設された「熊本

市制100周年記念人づくり基金」で

は、社会の各分野で、将来指導者と

して活躍する人材に育っていただく

よう研修費等の助成を行っています。

これまで118件の個人・団体の方

々が援助を受け、更に研背を積み、

ふるさと熊本の発展と次代の人々の

再戒に貢献されていますC
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消費者センターでは、市民のみな

さんの生活をより安全に、より豊か

にするため、消費者セミナーや移動

講座の開催など各種啓発事業や、消

費生活に関する情報の収集・提供、

さらに、消費者団体の育成など、消

費者保護に関する施策を積極的に取

り組んでいます。

消費生活相談コーナー

消費生活に関する相談窓口を設置

し、苦情や問い合わせにお答えしま

す。

平成10年度に消費者センターへ寄

せられた消費生活相談は、 3.447件

で、 10年前に比べ約2.5倍に増えて

SESF

なお、平成11年度より、相談コー

ナーが産業文化会館5階にも設けら

れ、みなさまへの利便性を図ってい

=SB

計量行政

計量法に基づき、適正な計量の実

施を確保するため、昭和27年に特定

市の指定を受け、計量法第19条によ

る計量器定期検査と、第148条によ

る立入検査及び指導・普及業務を行

っていますO

■商品別相談件数
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Tt商品ォ# (屯挿し.?^K

レンタル.リ-ス・熊膚　134

クリーニング　　　　　　　51

二・　サt5.加工　　　　　63

修理・補修　　　　　　　　43

管理・保管　　　　　　　1

役務一般　　　　　　　　3

盆Al・斥ォr fス

■内容別相談件数内訳
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男女共同参画社会の実現

男女共同参画社会基本法の理念に

基づき、男女の人権の尊重、政策立

案及び決定への共同参画、家庭と職

場・地域活動との両立等を目指した

施策の推進を行っています。特に、

「くまもと市女性プラン」に沿って、

審議会等における女性の登用を推進

するため、女性人材情報の収集・提

供を行うとともに、社会の中で共に

責任を担える女性のエンパワーメン

トを促進しています。

また、性別による同定的役割分担

女性フォーラム

トコ一座　~演劇公演&トーク
ふなた.l・.i.ミa¥.ラ,ニー　こ!ii>.三-J-;ウニ・:

の見直し、職場・家庭・地域などあ

らゆる分野における男女格差の是正

をめざす各種セミナーの実施、出前

講座の開催、啓発冊子の作成・配布

を行うなど、地域づくりの視点で男

女共同参画社会の実現を目指してい
!ォ*

総合女性tzンクー

男女の自立や社会参画のた吟の活

動及び市民文化振興・交流の拠点と

して、女性を取り巻く問題の解決に

向けた講演会やセミナーの開催、相

談室の設置、ファミリーサポートセ

ンタ-く熊本>による子育て支援活

動等を行っています。また、女性に

関する情報の収集・提供等を通し、

あらゆるライフステージにおける女

性の生き方を応援しています。
勤労婦人センター

働く女性や勤労者家庭の主婦の日

常生活に必要な技術の向上、教養習

得や余暇を利用して気軽に趣味やレ

クリエーションを楽しむ場を提供し

ています。また、就労女性の仕事上

の相談や就労支援に関する講座の開

催など積極的に取り組んでいます。
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鞍乱、篭

21世紀に向けて、世界に開かれた

国際交流拠点都市を目指す本市は、

中国・桔林市、アメリカ・サンアン

トニオ市、ドイツ・ハイデルベルク

市をはじめ、諸外国との友好交流を

進の、教育、文化、経済、医療など、

さまざまな分野で活発な交流を展開

鳥驚烏龍鵜舟魚魯甘昆観望
]守一1璽

しており、その友好の杵は、市民レ

ベルにも交流の裾野をひろげ、本市

の国際交流の大きな推進力になって

閉SSI

また、米国、ドイツ、中国などか

ら来熊した国際交流員が、小学校訪

問などの地域に根ざした国際理解促

進活動を行っています。

今後は、 「熊本市国際化指針」を

基に、これからの国際社会に対応し

たまちづくりや人づくりをさらに推

進していきます。

S】昔.uMAMOT
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中国・桂柿市

中国桂林市とは、昭和54年10月

の友好都市締結以来、幅広い分野に

わたり交流事業を展開しています。

友好都市締結20周年を迎えた本年

は、これまでの継続事業である熊本

市高校生訪問団や熊本市民友好の翼、

また熊本市留学生の派遣のほか、20

周年記念事業として友好代表団の相

互派遣や文化交流事業などを実施し、

これまでの交流の実績を礎とし、更

なる友好交流を深めていきます。

アメリカ・サンアントニオ市

昭和62年12月の姉妹都市締結以来、

教再、医療、スポーツ、経済等の分

38賢HI】霊.㌢oTO
。KA㌔

野において、活発な交流活動を進め

ていますD

平成11年度には、留学生の相互派

遣、英語教師派遣など人的交流を行

い、相互理解を深めるとともに、こ

れまでの友好関係を礎とした民間レ

ベルの個性あふれる事業を支援して

いきますO

ドイツ・ハイデルベルク市

平成4年5月の友好都市締結以来、

教育、医療、スポーツ、環境などの

分野において活発な交流を展開して

います。平成11年度には、ハイデル

ベルク市再少年団を迎えての「青少

年国際交流フォーラム」の開催のほ

か、市民病院看護婦の派遣研修やハ

イデルベルク市教職員の受入れなど

を行い、友好を深めていきます。

熊本市国際交流芸館

国際交流の拠点施設として、

1994年9月にオープンした熊本市

国際交流会館は、 4カ国語同時通訳
機能を備えた国際会議室やホール、

語学研修室、会議室、レストラン更

にはアスレチックジムなどを有し、

国際会議、各種講演会、シンポジウ

ム等に幅広く利用されています。ま

た、 2階の交流ラウンジには、国内

夕トの新聞、雑誌、ビデオ、 CNNテ

レビ、インターネットなどによる情

報サービスコーナーや、海夕卜留学、

日常生活についての相談窓口が設け

られ、交流と憩いの場となっていま

すO

この会館の管理運営を委託された

財団法人熊本巾国際交流振興事業団

では、市民の皆さんへの国際理解講

座や海外各国の紹介、在熊外国人の

皆さんのための日本語教室やホスト

ファミリー紹介、 FMラジオでの国

際交流番組放送など各種の国際交流

事業を展開しながら地域の国際化推

進に取り組んでいますO

・
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都市化の進展などに伴い、地域社

会における人間関係が希薄化する中、

地域における人と人とのふれあいや

交流のある「住みよい地域社会」を

つくるため、町内自治会活動をはじ

め市民の創意丁夫による自発的で主

体的なまちづくり活動への支援や活

動拠点となる施設整備を進めていま

す。

まちづくり委員会　まちづくり研究会

小学校区を単位に、地域の特性を

活かし自主的にまちづくり活動を行

う住民組織「まちづくり委員会」及

びその準備的組織rまちづくり研究

会」の市内全小学校区(80校区)請

置を目標に、市民主体の個性あるま

ちづくりを推進しています。

平成11年度は「まちづくり委員会」

が26校区に及び、各委員会とも「校

区の夢づくり」に向けたテーマに沿

い、年間を通じ多彩な活動が展開さ

れています。また、 「まちづくり研

究会」も7校区で発足し、住民の幅

.i'f, >i,  '

尾ノ上校区夢創造宣言義

広い意見・アイデアを反映した目標

づくりや委員芸へ向けての組織づく

り等が進められています。

まちづくり活動への支援

平成8年度に「まちづくり活動支

援事業」を創設し、 「自分たちのま

ちは、自分たちの手で守り、育て

る!」という"市民主体のまちづく

り"に対し、組織づくりから実践活

動までの過程で、 ①活動費の助成②

指導者・助言者の紹介や交流の場・

機会の提供③まちづくり情報の提供

や活動事例の紹介④リーダー養成研

修(まちづくり楽集塾)などの支援

を行っています。

駐印frnmnt

地域コミュニティtZンタ一

市民の身近な地域に根ざした住民

自治活動や地域福祉活動、ボランテ

ィア活動、趣味・教養・生きがい活

動など、多彩な市民主体の地域づく

り活動を支援するための拠点施設と

して整備しています。

これまでに22カ所のセンターがオ

ープンしており、今後も計画的に整

備を進めていく予定ですO　また.多

様な住民ニーズに即した柔軟な運営

と効率化を図るため、平成11年度か

ら地元運営委員会委託による管理運

営を実施しています。

K.I-
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